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Abstract.  A fossil cetothere specimen, consisting a skull, cervical vertebrae, thoracic vertebrae and ribs, 
was detected from the Tatsunokuchi Formation (uppermost Miocene to Lower Pliocene) in the upper 
reaches of the Tatsunokuchi Gorge, Sendai City, Miyagi Prefecture, Northeast Japan. The fossil horizon is 
situated about 22 m above the base of the Tatsunokuchi Formation, and is assigned to the Early Pliocene 
(Thalassiosira oestrupii Subzone: NPD 7Bb). Its tympanic bulla is similar to that of the type specimen of 
Herpetocetus sendaicus (Hatai, Hayasaka et Masuda, 1963). The present specimen is a well-preserved 
and full-grown cetothere, and one of the valuable specimens providing much meaningful information for 
taxonomic, faunistic, and ontogenetic study of cetotheres.
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はじめに
　
前期始新世の西アジアに出現した鯨類は，急速に水中生
活へ適応し，古環境の変化を反映して多様化しながら，地
球上のあらゆる海域および一部の淡水域に分布を拡大して
現在に至っている（Fordyce, 2002a）．鯨類の歴史の中で，
鮮新世の初期はその 9 割ほどまで現在に近づいた時期にあ
たり，これは現存する鯨類の分類群が成立した過程を探る
上で重要な時代といえる（大石 , 2007）．またこの時代は絶
滅した原始的な分類群と現存する分類群とが共存する時期
でもある．絶滅した分類群のうち，中新世から鮮新世に生
存していたケトテリウム科鯨類については，近年盛んに系
統分類学的議論がなされているが（Geisler and Luo, 1996; 
Kimura and Ozawa, 2002; Bouetel and de Muizon, 2006; 
Steeman, 2007 など），鮮新世の鯨類はこの議論を進める上
でも重要である．
1999 年 11 月に宮城県仙台市の竜の口峡谷上流より，頭部，
椎骨および肋骨を含むまとまった鯨類化石が，東北大学理
学部地圏環境科学科の御前明洋氏（現北九州市立自然史・
歴史博物館）によって発見された．その後，2000 年 6 月ま
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でに東北大学総合学術博物館が中心となって発掘作業が行
われ，この標本は現在東北大学総合学術博物館に収蔵され
ている．
鯨類化石が産出した最上部中新統～下部鮮新統竜の口層
は，福島県の太平洋岸から岩手県中部の北上低地帯にかけ
て広く分布する海成層で，竜の口動物群と呼ばれる軟体動
物化石群を産出することでよく知られている（鎮西 , 1963; 
増田・小笠原 , 1981; 小笠原 , 1998）．これまでも，仙台市周
辺から岩手県中～南部にかけての北上低地帯に分布する竜
の口層からは，いくつかのまとまった鯨類化石が報告され
てきた（たとえば，佐々木，1989）．中でも岩手県奥州市前
沢区から産出したケトテリウム科鯨類 NSM-PV 19540（長
谷川ほか , 1985），ナガスクジラ科鯨類 IPMM 40063（大石
ほか , 1985），岩手県一関市厳美町から産出したケトテリウ
ム科鯨類 IPMM 43549（大石 , 1987）などは全身骨格がほ
ぼ残る重要な標本である．また，仙台市の竜の口層からは，
Hatai et al. , (1963) において新属新種 Mizuhoptera sendaicus 
Hatai, Hayasaka et  Masuda, 1963 として記載された鼓室胞化
石 IGPS 78423 などが報告されている．
“Mizuhoptera sendaicus” は，鼓室胞のみの記載に基づい
ていることから，その系統分類学的位置づけを明らかにす
ることは困難であり，通常は共有派生形質をもたない遊離
した鼓室胞からの新種設立は望ましくないといわれている
（Barnes, 1977; Fordyce, 1988）．
一 方， 前 沢 産 標 本 NSM-PV19540 と 一 関 産 IPMM 43549
は，Van Beneden（1872, 1882）によりベルギーから報告
された Herpetocetus scaldiensis Van Beneden, 1872 に類似
する下顎骨と ”Mizuhoptera sendaicus” に非常によく似た鼓
室胞を持つことから，Mizuhoptera 属が Herpetocetus 属の
シノニムになると考えられてきた（長谷川ほか，1985; 大
石，1987; 大石 , 2007, など）．しかしながら，Herpetocetus 
scaldiensis は下顎骨を中心に記載され，頭蓋は断片的な標
本のみからなるだけでなく，いくつかの部位については複
数の分類群が寄集されて記載されたという大きな問題をか
かえている（大石・長谷川 , 1997, Deméré et al ., 2005）．
このように，頭蓋や下顎骨，鼓室胞などを含む同一個体，
同一種のまとまった骨格標本群の産出はこれまで必ずしも
多くはなかったが，Oishi (2010 MS) は岩手県から産出した
複数のまとまった骨格標本群を用いて比較形態学的および
分類学的検討を行い，Mizuhoptera 属は Herpetocetus 属の
シノニムであるとし，Mizuhoptera sendaicus として報告
さ れ た 鼓 室 胞 IGPS 78423 を Herpetocetus sendaicus の レ
クトタイプに指定した．これにより長年問題となっていた
Mizuhoptera 属と Herpetocetus 属のシノニム問題は解決し
たと思われる．
近年，Whitmore and Barnes（2008）によって，北米大
西洋岸からの Herpetocetus transatlanticus，北米太平洋岸
からの Herpetocetus bramblei の 2 新種が報告された．こ
れ ま で Herpetocetus 属 に は ヨ ー ロ ッ パ か ら 報 告 さ れ て
い た Herpetocetus scaldiensis の 1 種 し か 知 ら れ て い な
かったが，新たに北米両岸から 2 種が報告されたことで，
Herpetocetus 属は北半球の広範な海域に生息していたと推
定される．このため，同属異種間での地域的な形態変異な
どについて詳細に検討することは，古動物地理学的観点か
らも種分化を考える上でも重要な課題であり，そのために
も本研究標本の系統分類学的位置づけを明らかにすること
は重要である．さらに，Bouetel and de Muizon（2006）は
Piscobalaena nana Pilleri and Siber, 1989 について個体成長
の考察を行っているが，鯨類化石についてのこのような視
点からの研究はこれまでまったくなされてこなかった．今
回竜の口峡谷から発見された標本は前沢および一関産標本
と分類学的に密接な関連があると考えられるが，これらは
同一堆積盆から産出した全身骨格あるいはまとまった標本
群であることから，長谷川ほか（1985）や大石（1987）に
基づけば，本標本は鯨類の個体発生過程を比較検討し得る
貴重な産出であると期待される．
また，本標本は分類上重要となる鼓室胞・耳周骨を含む
頭蓋の保存がよく，前述した様に近年盛んに系統分類学的
議論がなされているケトテリウム科の中での Herpetocetus
属の位置づけを明確にする上でも，重要な標本と考えられる． 
本標本のプレパレーションはまだ完全には終了していな
いが，これまでに知られている関連する標本とともに今後
重要な知見を与えると考えられるので，本論では，その産
出層準，産状等について述べ，産出の意義を予察的に報告
する．
材料と方法
本標本の発掘作業では，産状の記録の後に全体を石膏で
保護し重機で搬出した．以後室内でのクリーニング過程に
おいては，野外の産状の上下を逆にして剖出作業を進めた．
クリーニングはハンマー，ノミ，エアースクライバーなど
を使用し，パラロイドで標本を強化しつつ行った．水糸を
10cm 四方の格子状に配置して縮尺 1/2 の産状図を作成し，
産状レプリカを製作した後に骨格を母岩から取り出した．
本標本が産出した竜の口峡谷では，仙台層群最下部の亀
岡層および竜の口層の基底部付近は露出しないと考えられ
てきた．そのため，亀岡層と竜の口層との境界部が露出す
る竜の口峡谷より約 2km 北方の広瀬川河畔の牛越橋～澱橋
周辺での地層と対比することにより，本標本の竜の口層内
での産出層準を明らかにした．
標本の比較では，主として東北大学総合学術博物館と岩
手県立博物館所蔵の現生・化石標本を使用した．標本所蔵
機関略号は以下のとおりである：IGPS（東北大学総合学術
博物館）， IPMM（岩手県立博物館），NSM-PV（国立科学博
物館）．
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鯨類化石産出地点の地質
および産出層準
本標本は，仙台市太白区の竜の口峡谷の上流，万助沢と
の合流点から上流（南西方）へ直線距離で約 300 m の地点
の右岸から産出した（図 1，図 2）．産出層は，最上部中新
統～下部鮮新統竜の口層である．竜の口層内における本標
本産出層準に関しては後述する．
本標本が産出した竜の口峡谷周辺には，竜の口層（岩井 , 
1949: 龍ノ口層）を含む仙台層群が広く分布している．仙台
層群は東北日本太平洋岸の最上部中新統～鮮新統を代表し，
下位より亀岡層，竜の口層，向山層，大年寺層に区分され
る（北村ほか , 1986; 大石ほか , 1998）．仙台層群は中位層準
に不整合を伴い，2 回の堆積輪廻を示す堆積物からなる．亀
岡層は亜炭層を挟む陸成層で，シルト岩を主とする海成層
である竜の口層により整合に覆われる．さらに，竜の口層
を陸成層の向山層が不整合に覆い，その上位に砂岩シルト
岩の互層を主とする海成層の大年寺層が整合に重なる（北
村ほか , 1986）．
本標本が産出した竜の口峡谷では，仙台層群のうちの竜
の口層および向山層下半部が広く露出するが，仙台層群最
下部の亀岡層および竜の口層の基底部付近は露出しないと
考えられてきた．亀岡層と竜の口層との境界部は竜の口峡
谷より約 2 km 北方の広瀬川河畔の牛越橋～澱橋周辺で確認
できる（図 1，図 3）．そこで本標本の竜の口層内での産出
層準を確定させるために竜の口峡谷および広瀬川河畔にお
いて，竜の口層下部の層序の対比を目的に地質調査を行っ
た．竜の口峡谷における竜の口層の層序は，永広（1987）
によって詳しく報告されている．以下の記述では，永広
（1987）によって特徴的な岩相に付された記号（Ts, Tp など）
を踏襲して用いることとする．
広瀬川河畔においては亀岡層上部および竜の口層下部が
露出している．亀岡層上部は，植物化石を含む陸成のシル
ト岩からなり，斜交層理が見られる炭質シルト岩を伴い，
最上部には亜炭層が挟まれる．これを竜の口層の基底部で
ある層厚約 2 m の粗粒砂岩 Ts が整合で覆い，その上位には，
層厚 4 ～ 5 m のサンドパイプを含むシルト質砂岩，層厚約
1 m のよく成層したシルト質凝灰岩，層厚 4 m+ の下部に発
泡の良い軽石を多く含む凝灰質粗粒砂岩 Tp が順に重なる．
一方，竜の口峡谷では確認できる最下部の岩相（図 3 の
柱状図④）は層厚 1m+ の亜炭片を含む砂質シルト岩である．
その上位を層厚約 2 m の粗粒砂岩 Ts が整合で覆い，さらに，
層厚 4 ～ 5 m のサンドパイプを含むシルト質砂岩，層厚 1
～ 3 m のよく成層したシルト質凝灰岩，層厚 4 ～ 5 m の下
部に発泡の良い軽石を多く含む凝灰質粗粒砂岩 Tp が順に重
なる．その上位には層厚約 14 m のシルト質砂岩が見られ，
下位より，数 10 cm ～約 1 m の厚さの貝化石層 T8，T7，
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図 1． 鯨類化石産地位置図（国土地理院発行・1 万分の
１地形図「青葉山」を使用）．
　　　 ☆は化石産出地点．Ⓐ , Ⓑは図 3 の柱状図作成地
点．左下の黒枠は図 2 のルートマップの範囲を示
す .
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図 2． 竜の口峡谷上流のルートマップ．番号は図 3 の柱
状図作成地点を示す．Ht，T8 などは鍵層の分布
を示す． 
仙台市竜の口峡谷産鯨類化石
138
T6 を挟む．これらの貝化石層は竜の口峡谷では側方によく
追跡できる．さらに上位にはサンドパイプの発達する砂質
シルト岩が約 10 m の厚さで重なり，これを上位の向山層が
不整合で削り込んでいる．
今回の調査において竜の口峡谷と広瀬川河畔における竜
の口層下部の Ts から Tp にかけての一連の岩層が対比可能
であることが明らかとなった．これにより，これまで竜の
口峡谷において亀岡層と竜の口層の境界は露出しないと考
えられてきたが，竜の口峡谷上流域④地点の最下部に見ら
れる亜炭片を含む砂質シルト岩とその上位の粗粒砂岩 Ts と
の間が竜の口層と亀岡層の境界となると考えられる．また
竜の口峡谷における亀岡層と竜の口層の境界の露出が確認
されたことにより鯨類化石産出層準の竜の口層における位
置づけが明らかとなった．この鯨類化石は，貝化石層 T6 の
直上のシルト質砂岩から産出しており，T6 は亀岡層と竜の
口層との境界から約 22 m 上位となることを本調査により決
定づけることができた．
竜の口層の年代に関しては，柳沢（1990）により宮城
県および福島県に分布する竜の口層の珪藻化石層序によ
る 再 検 討 の 結 果 が 報 告 さ れ て い る． こ れ を Yanagisawa 
and Akiba（1998） の 珪 藻 化 石 層 序 に 対 比 す る と， 仙 台
地域の竜の口層では珪藻化石層序の重要な指標種である 
Neodenticula kamtschatica (Zabelina) Akiba and Yanagisawa
が 全 層 準 か ら 連 続 的 に 産 出 し， か つ そ の 子 孫 種 で あ る
Neodenticula koizumii  Akiba and Yanagisawa が産出しない 
ことから，竜の口層は Akiba（1986）の Neodenticula kamtschatica 
Zone（NPD 7B）に相当する．また Thalassiosira temperei  (Brun) 
Akiba and Yanagisawa の終産出層準（5.4Ma）は柳沢（1998）
により報告されているように竜の口層最下部である可能
性が高い．竜の口渓谷周辺の竜の口層の中部層準からも T. 
temperei の産出が報告されているが（柳沢，1990），産出
個体がきわめて少数であり，再堆積したものと判断される
こと，さらに珪藻に関して 2 つ以上の鍵となるタクサが産
出しないと正確な年代は言及しにくい（以上，柳沢，私信）
点を踏まえると，竜の口層は Yanagisawa and Akiba（1998）
の Thalassiosira oestrupii  Subzone（NPD 7Bb）の最下部付
近に相当すると考えられる．柳沢（1990）の結果を本調査
に当てはめると，T. temperei の確実な終産出層準は竜の口
層下部の凝灰質粗粒砂岩（Tp）の約 2 m 下位に相当し，こ
の部分の年代は鮮新世の始まり（5.3Ma）よりやや古い．こ
れらのことから仙台地域の竜の口層の年代は後期中新世末
から前期鮮新世初期に相当すると判断される．
ところで，岩手県北上市で「本畑層」と呼ばれてきた地層
の下部を構成する海成層は，大石ほか（1996, 1998）によっ
て再検討され，奥州市前沢で鯨類化石を産出した油島層と呼
ばれてきた地層をも含めて統一的に竜の口層と呼ぶことが提
唱されたが，北上市の竜の口層の珪藻化石層序による年代も
模式地の竜の口層の年代と整合的である（柳沢 , 1998）．
上記の議論から，ここで報告する本標本の産出層準の年
代は前期鮮新世と考えられる．
鯨類化石の産状
本標本は，ほぼ河床面の高さに胸椎から頭骨先端までが
仰臥位でよくそろった状態で産出した（図 4）．同一個体の
骨格からなると判断されるが，体肢骨格は発見されていな
い．各部位は，破損している部分があるものの，全般的に
保存良好といえる．産出部位を表 1 に，産状図を図 5 に示
した．この産状図は，野外における産状とは上下を逆転さ
せた状態で示されている．
吻部は先端から約 20 cm の位置で折れ，約 90°の角度を
なして頭蓋のレベルより約 30 cm 下に位置するように変形
していた．産状図では吻先端を復元して平面状に描いた．
椎骨は第 4 胸椎までは正中線上にほぼ直線状に並ぶが，そ
れより後方では体軸の右方へとずれるように配置していた．
また，第 4 胸椎を中心とした前後の胸椎は他の椎骨および
頭蓋と比較して波状に盛り上がり，10 cm 程度高い位置に
配置していた．右肋骨は最前部から後方へ向けて生息時の
配列をほぼ保存していたが，左肋骨は背腹方向に重なるよ
うに配置し，生息時の配列は乱されていた．これらの骨格
全体の産状から，本標本は前後方向に圧縮を受けるように
して埋積されたと推定される．
次に，各部位ごとに頭骨，下顎骨，椎骨，肋骨の順で産
状を述べる．頭骨は前上顎骨，上顎骨，鼻骨，前頭骨，頭
頂骨，鱗状骨，上後頭骨，そして鼓室胞などが保存されて
いた．前述したように，吻部は約 30 cm の高低差をともなっ
て折れているが，右吻部の先端部は完全に保存されている．
上後頭骨は前後方向の圧縮の影響を受けて多少つぶれてお
り，中央部が凹むような状態になっている．
下顎骨は，野外観察では頭骨の正中線に直交するような
向きで，頭骨中央部の上に保存されていた ( 図 4)．しかし，
下顎骨の保存状態は悪く，関節部は欠損している．
環椎は頭骨に関節し，7 個の頸椎から第 6 胸椎までが連続
的に並んで産出した．第 7 胸椎は第 5 胸椎とやや離れて産
出したが，第 7 胸椎から第 11 胸椎までは体軸の右側に移動
していた．椎骨の配列順序は生息時のまま保存されていた．
胸椎は後方に向かうにつれて徐々に椎体の左側を下方に向
け，第 6 胸椎より後方の胸椎は全て右横突起が失われてい
る．また，第 11 胸椎については左横突起と関節突起のみが
保存されていた．
肋骨は胸部が極度に開いたような状態で産出した．右肋
骨は生体時の配列をほぼ保存するように並んでいた．右肋
骨の数本については肋骨体が互いに交差して産出したので，
各肋骨の正確な順序は主に肋骨の肋骨頭，肋骨頸，肋骨結
節からなる胸椎との関節部の配列序から決定した．他の 9
本とは逆向きで産出した 2 本の肋骨は肋骨体の断面形と曲
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率から，それぞれ第 1 肋骨，第 10 肋骨に相当すると判断され，
右肋骨は第 1 ～ 11 肋骨までが保存されていると考えられる．
一方，左肋骨は生体時の配列が保存されておらず，背腹方
向に縦に重なるような産状で産出した．それぞれがどの肋
骨に相当するかは，肋骨頭，肋骨頸，肋骨結節の形態，肋
骨体の断面形，曲率などを右肋骨と比較することで推定し，
左肋骨については第 1 ～ 9 肋骨までが保存されているもの
と判断された．
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図 4．産出地点での化石発掘時の写真．
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鯨類化石の古生物学的記載
鯨目 Order Cetacea Brisson, 1762
ヒゲクジラ亜目 Suborder Mysticeti Flower, 1864
ケトテリウム科 Family Cetotheriidae Brandt, 1872
Herpetocetus Van Beneden, 1872
Herpetocetus sp.
標本 . － IGPS 110426, 鼓室胞を含む頭骨，下顎骨，椎骨，
肋骨．
産地 . － 宮城県仙台市太白区竜の口峡谷上流，万助沢と
の合流点から南西方約 300 m の地点の右岸の河床付近．
層準と年代 . － 竜の口層の基底より 22 m 上位の砂質シル
ト岩から産出し，その層準の年代は前期鮮新世である．
標本の記述 . － 頭蓋を中心に，形態的特徴を予察的に述
べる．前頭骨の眼窩上突起は眼窩間域から外側下方へ傾斜
している．上後頭骨の外形はやや広い三角形を呈する．また，
頭頂部はやや凸であり，吻先端から頭頂部を横から見ると，
浅い凹をなす．頭骨の長さは 1250 mm，幅は 540 mm である．
本標本の右の鼓室胞は，前端から後端までが保存されて
いるが，外唇は腹側面から外側面まで欠損している．外形
は先細りのおおむね卵型で，main ridge が en échelon 構
造 を 示 し，involucral ridge が 見 ら れ る．Dorsal posterior 
prominence は は っ き り と 膨 ら み，involucral elevation が
存在し，tympanic cavity が深い．長さは，右鼓室胞で 73 
mm，左鼓室胞は 75 mm である．
本標本の椎骨は第 11 胸椎までが連続的に産出した．骨端
はすべて癒合している．肋骨は 11 対までの存在が確認でき
ることから，椎骨式は，頸椎 Ce (7) ＋胸椎 Th (11 ＋ ) と判
断される．この椎骨式は，Ce (7) ＋ Th (14) + Lu (8+) と報告
された前沢産の標本 NSM-PV 19540（長谷川ほか , 1985）と
整合的である．なお，その後の検討で，NSM-PV 19540 の胸
椎は Th (13) であることがわかっている（Oishi, 2010MS）．
産出の意義
　
1) 本標本は，竜の口層の模式地の竜の口峡谷から産出し
たことで産出層準が明確であり，詳細な時代論が可能であ
ることから重要である．Herpetocetus の標本で最も保存が
よい NSM-PV 19540 の岩手県奥州市前沢区の産出地点では，
竜の口峡谷のように連続した層序が得られず，現在は露頭
が存在しない．
2) 本標本が産出したシルト岩のように細粒砕屑物からな
る海底面は滑らかであり，通常化石は大きな変形を受けな
いと考えられる．それに対し，上述のように前後方向に圧
縮を受けたような産状から判断すると，本標本は埋積時に
何らかの物理的な作用を受けたものと推察される．本標本
の産地の露頭観察では，本標本を含むシルト岩には海底地
すべりなどを示す堆積構造は見られないため，この変形を
生じた原因は現時点では不明である．
一方，本標本は仰臥位を呈し，連続して産出した肋骨は
胸部が開いたような配列を示す．前沢産のケトテリウム科
鯨類 NSM-PV 19540（長谷川ほか , 1985），ナガスクジラ科
鯨類 IPMM 40063（大石ほか , 1985），一関産ケトテリウム
L R L R
Skull 1 Vertebrae Thoracic VIII 17
Dentary ? 2 ? IX 18
Atlas 3 X 19
Axis 4 XI 20
III 5 I 21 22
IV 6 II 23 24
V 7 III 25 26
VI 8 IV 27 28
VII 9 V 29 30
I 10 VI 31 32
II 11 VII 33 34
III 12 VIII 35 36
IV 13 IX 37 38
V 14 X - 39
VI 15 XI - 40
VII 16
⴫1㧚ᧄᮡᧄ㧔IGPS 110426㧕ߩ㛽ᩰ᭴ᚑ㧚1㨪40ߩᢙሼߪ࿑5ߩ㛽ᩰ⇟ภࠍ␜ߔ㧚
Vertebrae
Cervical
Ribs
Thoracic
表 1． 本標本（IGPS 110426）の骨格構成．１～ 40 の数字は図５の骨格番号を示す．
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科鯨類 IPMM 43549（大石 , 1987; 大石 , 1997）の産状図を
見ると，NSM-PV 19540 のように仰臥位であったり，IPMM 
40063，IPMM 43549 のように伏臥位または側面を下にした
姿勢であっても，肋骨が開いた配置になっている．本標本
IGPS 110426 についても仰臥位で肋骨が開いた配置になって
いる．これは軟組織が完全に腐敗する前に海底に着底して
胸部が腐敗によるガスなどで開いた可能性を示している．
本標本における前記の前後方向の圧縮と肋骨の配列との
関係についての明解な解釈はいまのところ困難だが，本標
本は鯨類化石のタフォノミーを考察する上での興味深い情
報を提供しているといえる．
3) 本標本は，上顎骨，下顎骨とも機能歯を有していない
ことから，ヒゲクジラ亜目に所属する．また，前頭骨の眼
窩上突起は，眼窩間域から外側下方へと緩く傾斜する．こ
れは，本標本が広い意味でのケトテリウム科に属すること
を示している．
ケ ト テ リ ウ ム 科 Family Cetotheriidae Brandt, 1872 は，
前頭骨が緩やかに傾斜することなどで定義されてきたが
（Miller, 1923; Kellogg, 1928），これはナガスクジラ科など
の現存する科の鯨類がもたない原始的形質である．ケトテ
リウム科には Kellogg (1928) のリストによれば 20 の属が含
まれ，これを 2 ～ 3 のグループに分けることが試みられた
こともあったが（Cabrera, 1926; Kellogg, 1928, 1934），ケ
トテリウム科のあるものは将来別の科グループ分類群に移
される可能性が示唆され（Barnes and McLeod, 1984），ケ
トテリウム科には系統の異なるいくつかのグループが存在
するために側系統群であることが指摘されるようになっ
た（Fordyce and Barnes, 1994）． そ し て Fordyce and de 
Muizon (2001) は，ケトテリウム科は Cetotherium rathkii 
Brandt, 1843 に近縁ないくつかの種に限定され，いわゆる
ケトテリウム類の他の種は再分類されるだろうと述べた．
Kimura and Ozawa (2002) は，ケトテリウム科が側系統群
であることをはじめて分岐分類学的系統解析で示したが，
その後のいくつかの系統解析でも，ケトテリウム科鯨類が
側系統群であることが示されるようになった（Geisler and 
Sanders, 2003; Dooley et al ., 2004; Deméré et al ., 2005）．そ
して，Bouetel and de Muizon (2006) や Steeman (2007) は
共有派生形質に基づいて単系統のケトテリウム科を再定義
した．さらに，Whitmore and Barnes (2008) は，北米東岸
の Herpetocetus transatlanticus と北米西岸の Herpetocetus 
bramblei を新種として記載する中で，狭い意味でのケト
テ リ ウ ム 科 を ケ ト テ リ ウ ム 亜 科 Subfamily Cetotheriinae 
Brandt, 1872 sensu Whitmore and Barnes, 2008 と ハ ー ペ
ト ケ タ ス 亜 科 Subfamily Herpetocetinae Whitmore and 
Barnes, 2008 に分けたが，科を構成する属は，Bouetel and 
de Muizon (2006) , Steeman (2007) とも，少しずつ異なって
いる．
本標本が狭い意味でのケトテリウム科に含まれるかどう
かの議論とハーペトケタス亜科の意義への言及については，
今回の予察的な報告では保留する．
本 標 本 の 鼓 室 胞 は， 仙 台 市 の 竜 の 口 層 か ら Hatai et 
al .（1963）によって新属新種として報告され，後に Oishi 
(2010 MS) により Herpetocetus sendaicus のレクトタイプ
として指定された鼓室胞標本 IGPS 78423 に，次のような
特徴から極めてよく類似している：1）外形は先細りのお
おむね卵型である，2）main ridge が en échelon 構造を示
す，3）involucrum ridge が 見 ら れ る，4）dorsal posterior 
prominence が は っ き り と 膨 ら ん で い る，5）involucrum 
elevation が存在する，6）tympanic cavity が深い．本標本
の鼓室胞と IGPS 78423 は大きさもほぼ同程度で，両者に形
態的に著しく異なる点を見出すことはできない．したがっ
て，Oishi and Hasegawa（1995）の記載も参考にして判断
すると，本標本は Herpetocetus sendaicus と同種である可
能性が高い．
Hatai et al .（1963） に よ っ て 報 告 さ れ た Mizuhoptera 
sendaicus は鼓室胞のみの記載からなり，分類上重要な頭
蓋の情報が不明であることは大きな問題であった．NSM-PV 
19540 や IPMM 43549 は鼓室胞を伴うほぼ全身骨格からな
り，これらが Herpetocetus 属の派生形質と考えられる特徴
を示す下顎骨と Mizuhoptera sendaicus に非常に良く類似す
る鼓室胞をもつことから，Mizuhoptera 属が Herpetocetus
属のシノニムである可能性が指摘されてきた（長谷川ほか , 
1985; 大 石 , 1987; Oishi and Hasegawa, 1995 な ど ）． し か
し Mizuhoptera sendaicus は，オーストラリアから鼓室胞
のみで記載された Cetotolites  McCoy, 1879 の種を Fordyce 
(1988) が疑問名にしたように，比較の対象から除外すべき
なのか，あるいはそうでない場合に NSM-PV 19540 や IPMM 
43549 は IGPS 78423 と比較してどのような形質をもって同
種とすべきなのか，あるいは別種なのかについて，解決し
ておく必要があった．この問題については，Mizuhoptera 
sendaicus を無資格名として，NSM-PV 19540 を新種にす
べきだと言明するような試行錯誤もあったが（大石・長谷
川 , 1997），模式種の Herpetocetus scaldiensis や新たに記
載された Herpetocetus transatlanticus との直接の比較，な
らびに NSM-PV 19540 や IPMM 43549，佐々木（1989）の
標本などの詳細な検討により，IGPS 78423 が種の標徴をも
つことが見出されるようになり，分類上の問題はほぼ解決
したと考えられる（Oishi, 2006, 2008, 2010MS; 大石 , 2007, 
2008）．
今回報告する本標本 IGPS 110426 については，種名まで
を言明するためには前記と同様な検討を経た包括的な論証
をする必要があることから，今回は予察的記載にとどめて
Herpetocetus sp. とし，将来あらためて本標本独自の情報を
も含めた詳細な記載を行う予定である．
Whitmore and Barnes（2008） に よ り 新 種 と し て 報 告
さ れ た Herpetocetus transatlanticus お よ び Herpetocetus 
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bramblei は，不完全な頭骨，すなわち鱗状骨や底後頭骨，
前頭骨の一部などからなり，Herpetocetus bramblei の下顎
骨もHerpetocetus scaldiensis に特徴的な筋突起や関節突起，
下顎角が保存されていないことから，Herpetocetus に同定
するには，以下に示す問題も含めて考えると，困難があっ
たと推測される．
前記の問題もさることながら，そもそも Herpetocetus を
はじめとするベルギーのアントワープから記載された鯨類
化石は，命名規約上の大きな問題をはらんでいる．これら
の鯨類化石は 1860 年代のアントワープの要塞工事で兵士
によって発掘された（Whitmore, 1994）．このことについ
ては，Deméré et al.  (2005) が詳述している．それによる
と，学術的な発掘ではなかったうえに，標本収集にあたっ
た研究者（Du Bus）と記載者（Van Beneden）が異なって
いたことで不充分な情報伝達のもとに，循環論法や先入観
で記載され，模式指定がないなどのために，多くの学名が
命名規約上の不確かさをかかえるようになった．その問題
の解決方法として，1) レクトタイプを指定して包括的な再
検討を行うか，2) Van Beneden のすべての分類群を疑問名
とみなすかが考えられると Deméré et al.  (2005) は述べてい
る．Herpetocetus scaldiensis  の標本群については，本質的
に異なる組み合わせからなり，Deméré らの直接の標本の
検討では，鼓室胞と頭骨の一部は，独特の Herpetocetus 型
の下顎骨をもつ同じ分類群には所属しないことは明らかで
あると述べられている．では何をもって Herpetocetus と
するのかという問題については，Deméré et al . (2005) は
“nomenclatural nightmare” と嘆いている．
筆 者 の ひ と り の 大 石 は，1996 年 2 月 に Institut Royal 
des Sciences Naturelles de Belgique を 訪 れ た 際 に，
Herpetocetus scaldiensis  と し て 記 載 さ れ た 鼓 室 胞 が
Burtinopsis の そ れ で あ る こ と を 見 出 し，Pierre Bultynck 
古 生 物 学 部 長 の ご 教 示 で Abel (1938) が Herpetocetus 
scaldiensis のレクトタイプを指定していることを知った（大
石・ 長 谷 川 , 1997）.　Deméré et al . (2005) は Abel (1938) 
のレクトタイプ指定には言及していない．少なくとも，
Herpetocetus 属 については，Herpetocetus scaldiensis  のレ
クトタイプと竜の口層産 Herpetocetus によってその全体像
を知ることができ（大石 , 1998），このことから標本の寄集
の問題は整理できる．なお，Whitmore and Barnes（2008）
は Abel (1938) が示したタイプに基づいて記載しているが，
「この研究の目的のひとつが Herpetocetus scaldiensis のレ
クトタイプを指定することだ」という矛盾した表現が残さ
れている（Whitmore and Barnes, 2008, p. 142）．
本標本のような頭骨を含む新たな標本の産出は，このよ
うな分類学上の問題についての議論を進める上で大きな意
義をもたらすであろう．
4) 本標本の頭蓋の幅は 540 mm で，NSM-PV19540 の 400 
mm（長谷川ほか，1985）の 1.35 倍の大きさである．ま
た，産出した椎骨の骨端はすべて癒合しており，成体と考
えられる．前沢産の NSM-PV 19540 の椎骨は骨端が分離す
るものが多いことから（長谷川ほか，1985），未成熟個体と
見なされる．また，大石（1987）は平泉産の下顎骨 IPMM 
43551 はやや大型で同種の成体であると述べ，竜の口層か
らは年齢の異なる 4 個体の標本が存在しているという（大
石 , 2008）．本標本は，成体の頭蓋をもつことから分類上
有用な形質の抽出が可能と期待される．また，一般に未
成熟個体をホロタイプとした場合，後に発見された成体と
の比較が困難になる可能性がある．本標本が既知の日本の
Herpetocetus と同種だとすると，成長段階について議論を
進めることができるばかりでなく，既知の標本に欠けてい
る部分の検証もできる．一般に，大型脊椎動物化石は断片
的な１つの標本から記載されることが多く，鯨類化石につ
いてもそのような標本の研究から生じる問題が指摘されて
きている（大石 , 1997; 一島 , 2005）．本標本や Oishi (2006, 
2008), 大石（2008）で検討が進められている竜の口層産
Herpetocetus については，標本個体数が多くなることで，
個体変異に留意した確かな分類が可能となる (Oishi, 2010 
MS)．
5) Barnes（1984）によって指摘されているように，現世
の鯨類では大型種は世界中に分布を拡大する一方で，小型
種の生息域は強い地域性を示す傾向にある．世界的な環境
変化や地域的な地理要因が鯨類の進化に影響を与えてきた
と い わ れ る こ と か ら（Fordyce and Barnes, 1994; Fordyce 
and de Muizon, 2001），広く北半球各地で産出している比較
的小型の化石属である Herpetocetus 属に分類される種も，
地域性が強かった可能性がある．現在までに Herpetocetus
属 は 日 本 付 近 の 北 西 太 平 洋 の 他 に， 北 東 大 西 洋（Van 
Beneden，1872, 1882; Lydekker, 1887），北東太平洋（Barnes, 
1977; Deméré，1994；Whitmore and Barnes，2008），北西
大西洋（Whitmore and Barnes，2008）から報告されてお
り，日本の種はこれらの海域の種と形態的に異なることが
大石（1998, 2008）, Oishi (2008) などによって指摘されてい
る．同属異種間での地域的な形態差異や生息環境の違いに
ついて検討することは，鯨類の進化について古動物地理学
的観点から考察する上でも重要であると考えられる．
Oishi and Hasegawa (1995) は， 大 石 ほ か（1996, 1998）
により竜の口層とされた油島層を含む竜の口層全体から知
られる鯨類の 48％が Herpetocetus であると述べている．
本標本の発見により，Herpetocetus がさらに 1 個体追加さ
れることになる．Herpetocetus は内湾に定住した可能性が
指摘されているが（Oishi, 2008; 大石 , 2008），本標本もこれ
を傍証する材料になる可能性がある．なお，木村ほか（1994）， 
篠原（2007, 2008）によれば，竜の口層と同時代で同様の環
境にあったと考えられる北海道沼田町の深川層群幌加尾白
利加層から，Whitmore and Barnes (2008) のハーペトケタ
ス亜科に含まれる Nannocetus sp. と Herpetocetus sp. など
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のケトテリウム科鯨類の産出が示唆されているが，このこ
とは将来の古動物地理学的考察を進めるためにも興味深い．
まとめ
本報告の鯨類化石標本は，仙台市の竜の口峡谷に分布す
る中新統最上部から鮮新統最下部にわたる竜の口層から産
出した．本標本の産出層準は下部鮮新統と考えられる．本
標本は鼓室胞・耳周骨を含む頭骨，椎骨および肋骨からなり，
保存状態の良好な同一個体の標本である．
本標本の頭蓋はケトテリウム科の特徴を示し，鼓室胞は
Oishi (2010 MS) に よ り Herpetocetus sendaicus の レ ク ト
タイプとして指定された，仙台市の竜の口層産標本（IGPS 
78423）とよく類似した形態学的特徴を呈する． 
本標本は Oishi (2010 MS) で用いられた標本では保存され
ていない部位の保存も確認されており，近年進むケトテリ
ウム科の再分類の中での Herpetocetus 属の位置づけを明確
にする上でも有用な標本であることが期待できる．
また本標本は形態学的特徴から，前沢産の NSM-PV 19540
などと分類学的に密接な関係があると考えられるが，両者
では成長段階が異なっている．このことから，本標本は個
体成長についての考察を行う上でも非常に有用な情報が得
られると考えられる．さらに，Herpetocetus 属は日本以外
にも，北米やヨーロッパから産出報告があり，同属異種間
の地域的な形態変異や生息環境の共通性や違いなどについ
ての検討も可能であり，このことは古動物地理学的な比較
検討を行う上でも非常に重要であると考えられる．このよ
うに，本標本は鯨類の進化を考察する上で様々な視点から
多くの情報が得られる可能性が高い貴重な標本の一つであ
ると考えられる．
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